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2015 年（平成 27 年） 11 月度 理事会 議事録  
 

【日時】 2015 年 11 月 21 日（土） 9:30 開始 – 11：50 終了 
【場所】 JSPE 溜池事務所 および スカイプ 

【出席者】 12 名 （うちスカイプ 計 7 名 ●印） 

（理事） ●川村、●阪井、森山、山浦、鈴木、●柴山、●小口、●峯松、●森口、横山 

（オブザーバ） なし 

（監事） 植村、●竹政   

【欠席者】 西川、渋谷、寺田、村瀬 

  

【審議事項】  

1. 議事進行者、書記、議事確認者を議長より指名  書記：山浦   承認者：川村、阪井、森山 

2. 前回までの理事会からの宿題事項確認  

特になし。  

3. 入退会承認 （会員）  

・小口理事より会員の登録状況について以下の通り説明があった。 

【新入会員】 【退会者】 

PEN-0144 福島 鷹朗 様 

AF-0077 太田 裕治 様 

ST-0011 草津 晃平 様 

 
 

PEN-0107 越智 仁 様 

PEN-0112 リウスマン ヤミン 様 

FE-0172 中川 隆宏 様 

FE-0342 横山 有史 様 

FE-0026 重松 貴志 様（2015 年度末予定） 

FE-0268 浅野 祐一 様（2015 年度末予定） 

【資格変更】 【資格喪失】 

PE-0246 西牧 良一 様（←PEN-0069） 

PE-0247 寄森 一史 様（←PEN-0114） 

－ 

【資格回復】 

- 

【その他】 

- 

【会員数】 

 ９月度理事会後  PE174 名 準 PE66 名 FE 97 名 AF21 名 ST4 名 合計 362 名 

 11 月度理事会後  PE176 名 準 PE63 名 FE95 名 AF22 名 ST5 名 合計 361 名 

 

・2 年以上会費未納の方には支払い要請のメールを送付したが、11/６時点で 2 年間未納が 18 名、

2015 年度 1 年間未納が 34 名で、合計 52 名。海外滞在等で事情が判明している 3 名を除き、11/20

時点で未納の方には、会員サービスを一時停止する。 

・2 年以上会費未納の方については年度末の状況を見て、退会（資格失効）などの対応を検討する。 

 

これに関連して、報告事項の N0.6 中間決算について、欠席の渋谷理事に代わり川村会長より、以下

説明あり。 

・現金預金が 510 万円あり、今年 3 月時点より約 150 万円増加（未払い金などを考慮すると実質約

100 万円増加）。NPO 法人として利益を積み上げるのは好ましくない。 

・今年度末では、約 50 万円の黒字見込み。 
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・渋谷理事より、セミナー・YEP の参加費減額、講師謝金増額について検討提案がなされている。 

・理事への未払い金（資料 06、3P）について各自チェック方。 

 

4. 世界工学会議京都への参加 （川村）・・・資料 01 

・12/2（水） 午後 京都国際会館ポスターセッションで JSPE 発表を掲示し、川村会長がスタンバイ。 

・11/30(月)、12/1(火)は、理事で対応できないため、川村会長より会員に参加を呼び掛ける。 

 

5. ウエブ掲載資料「NSPE とは」改訂版のレビュー （川村） ・・・資料 02 

・現在の「NSPE とは？」は、一般用では NSPE と NCEES, ABET と PE 試験との関係、会員版では

JSPE-NSPE との関係が説明されていないなどの問題がある。 

・このため、川村会長が「米国PE制度を支える諸団体」（一般公開用） 「JSPEとNSPEとの関係」（会

員用）を作成し、内容説明があった。 

・１週間の理事レビュー期間を設け、特にコメントなければ、正式発行予定。 

  

6. 国内企業のニーズを意識したウエブ掲載「PE とは？」の改善検討 （川村） 

・米国へ機器納入する国内電気メーカーから、PE 制度に関する問い合わせを受けた（本年 3 件目）。 

・オクラホマ州の米国側メーカーより、PE スタンプが必要との指摘を受けたとのことで、大手メーカー

であっても、PE 制度に関する知識がない。 

・説明の結果、PE スタンプの必要性については、理解してもらえた。 

・案件毎に事情が異なるので難しいが、今回の相談で以下について明確な説明ができず、HP の「PE

とは」の改定とともに、川村会長より今後の検討課題であるとの問題提起があった。 

� 多岐にわたる分野の図面に、特定分野の PE 一人のスタンプでよいか（規定では専門以外の

分野では押せない） 

� オクラホマの PE 以外のスタンプでもよいか（オクラホマのスタンプが必要との意見が大勢） 

・JSPE の HP の「PE とはなにか」は、今回のケースでも企業側は参考にしている。10 年前の文章であ

るので、各位でも文章を検討願い 1 か月程度で見直す。なお、現状の文章は PE 試験受験者、登録

希望者向けになっており、PE 制度の活用をする側の視点を追加する必要があるのでは、との意見

があった。 

 

7. シラバス英訳サービスについて (川村/小口) ・・・資料 04 

・シラバス英訳が PE 登録希望者の障害となっている。外部に翻訳依頼すると 10 万円程度必要となる。

また、翻訳したシラバスに大学側がサインしないなどの問題も発生している。 

・これを受け、JSPE が翻訳を請け負い、JSPE のクレディットでシラバス翻訳証明を発行する制度の

提案があった。 

・理事が直接翻訳作業をするのは、マンパワーの観点から難しいので会員から協力者を募る。翻訳

作業を４万円程度とし、４人で分担し 1 万円/人程度の作業報酬をイメージしている。 

・サービスを受ける側も登録完了後はシラバス英訳に協力してもらうなどの仕組みが必要との意見が

あったが、この制度の検討を進めることについて了解が得られた。 

 

8. FE 受験参考書の解読について （小口） 

Mechanical、Civiｌ、Electrical、 Chemical、Environmental、Other Disciplines について、会員の協力も

含めて分担が決まった。Civil と Chemical は終了し、他も年内に終了できる見込み。次回理事会で報

告予定。解読結果は JSPE ウエブサイトで公開を検討する。 
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【報告事項】 （報告希望事項と提議者・部会名を記載のこと） 

  

1.   関西セミナー(第 275 回 CPD セミナー)＆Year End Party 企画（企画部会 阪井） 

11/28（土） CPD セミナー 

会場：京都リサーチパーク 13:00～17:00 で予約済 

懇親会会場：京都駅前がんこ寿司（18:00-20:30）。   

・個室を予約できる 21 名で予約済であるが、今のところ 15～16 名程度。 

協議の結果、21 名の予約を維持する一方、会員に出席を呼びかけ、足りない場合はグロスマン

氏の関係者にも無料での出席を申し出る。 

 

2.  関東セミナー(第 276 回 CPD セミナー)＆Yeaｒ End Party 企画（教育部会 森山） 

12/5（土） 14:00-16:30 CPD セミナー（NSRI ホール） 

講師：森村久美子先生（英語に関するセミナー）。17:00 頃からパーティー予定 

・セミナー申し込みは、現状 1 名のみ。先生の希望で行う英語での 3 分スピーチが重荷になってい

るかもしれない。今後会員への直接メールなどで出席者の増加を図る。 

・一方で、会計からもセミナー会費の減額の提案もあったので、会員の会費を 2500 円から千円程

度減額の方向とし、会費の面でも出席者の増加を図る。森山教育部会長より会計部会に相談し、

了解を得られたのち、HP などの変更を行う。 

・関西のセミナーも同様に減額するが、適用は 12 月以降となる模様。 

・来年 1/23 の関西鬼金セミナーは、東京（NSRI ホール）にもサテライト会場を設ける。 

 

3.  関東技術セミナー(第 277 回 CPD セミナー) （教育部会 森山） 

2016/1/30（土） 13:30-15:30 CPD セミナー（JICA 地球ひろば） 

講師：藤原孝行氏（東京都環境公社）（東京都の環境・省エネ技術に関するセミナー） 

終了後ワンコイン予定 

・関心の高いテーマであるので、関西にもサテライト会場を設ける（会場は予約済み）。 

・今後、東京都の清掃工場など環境に関連する施設の見学会を検討する予定。 

 

4. マガジンに関する報告およびお願い （広報部会 柴山） 

 ・発行後約 1 か月マガジンへの仮設リンクを作成し活用しているが、Vol.31（2015 年 10 月 1 日）発

行後 1 か月のアクセス数は 129 名（全会員数の約 1/3）であった。発行後すぐにアクセス数が集

中しているが、その後も継続してアクセスがあるため期間延長することとする。 

・ウェブサイトへ追加掲載検討中の PE 会員の経験に基づいた「私が PE になった理由」を次号

（Vol.32、2016 年 1 月 1 日発行）にて協力者を募集し、アンケート実施する。まとめた内容を JSPE

版「PE になる理由」としてウェブサイトへ掲載し、より身近な経験談として参考にしてもらい、PE を

目指すエンジニアの増加につなげたい。役員からも協力を得る。 

・「会員からの投稿」記事枠の執筆者の紹介の輪が繋がらないことがあるため、特に会員と直接コ

ンタクトする機会の多い会員部会やセミナーなどで会員との交流が多い教育部会の理事より候

補会員の推薦をお願いしたい。参加理事より数名の候補者が挙がった。 
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5.  JABEE 国際委員委嘱受け ・・・資料 05 

   10 月 2 日付到来委嘱状により、川村会長が JABEE 国際委員会委員を受任した旨報告があ

り了承された。 

・川村会長より、JABEE との MOU 締結文案について報告があった。諸関係者からの異論が無け

れば来年 1 月の JABEE 理事会で認められることとなる。 

・無報酬であるが、旅費は支給される。ヨーロッパの大学教育は 3 年間、日米は 4 年間と相違があ

る点等が議論になっている模様。 

 

6.  中間決算報告 （渋谷/川村）・・・資料 06 

現時点での中間決算状況を資料 06 に示す。 （鈴木理事要処置： 7 月末千代田化工 PE セミナ

ーの行事会計報告）。 立替金の清算を年内に実施するので、未収金・未払い金額の確認を願う。 

また、今年度より NPO 会計基準に沿ったボランティア役務時間計上を行うので、未報告の役員は

忘れず報告方。 

鬼金を含む各セミナーの黒字が今年も積み上がりつつあるので、セミナー・ＹＥＰ参加費減額、講

師報酬増額、新規事業開始などを検討されたい。 

・上記の事前報告が渋谷理事よりあったが欠席のため、川村会長より審議事項 3 に関連して説明

があった。（内容は審議事項 3 に記載） 

 

7.  その他 

(1) JICA 協力団体登録（峯松理事） 

・JSPE が簡易団体登録時に JICA の担当であった方と面談した。東京事務所の後任の方に引き継

いだという話であったので、メールで連絡したが、音沙汰がない。 

・メールで埒がつかなければ、東京 JICA 事務所に連絡してみるつもり。 

(2)セミナー内容（竹政監事） 

・昨年も提起したが、会員がメリットを感じるようなセミナーにしてほしい。今年も同じになりそうに感

じるが、GE 等の海外の新しい産業動向などの実用的なものを入れてほしい。 

・これに対して川村会長より以下の説明があった。 

� 鬼金は、提起された主旨に沿って、内容を変更している。 

� CPD セミナーも、これを考慮してテーマを考えている。海外の経験などのマガジンなどでも紹

介していきたい。 

・この問題提起をきっかけに、セミナー会費の議論があり、報告事項 2 に記載したようにセミナー会

費減額の方向を検討することになった。 

 

【次回理事会予定】 2016 年 1 月 16 日（土）             

 

 

                           【議事承認印】 

承認 川村 武也 

承認 阪井 敦 

承認 森山 亮 

書記 山浦 良久 

 


